
11
8
/

の大切さを再認識

▼水の一生バスツアー水
　水資源の大切さと
上下水道の重要性に
ついて理解を深めて
もらおうと、「水の一
生バスツアー」を開
催。参加者は見学先で
さまざまな体験をし
ながら、水のありがた
さを再認識しました。

　3年に1度、中央・中地区・郡地区公民館の3館合同で開催
する生涯学習の祭典、「いきいきフェスタinおおむら」を
シーハットおおむらで開催。各公民館で定期的に活動す
るグループが一堂に会し、それぞれが日ごろの練習成果
を発表すると、会場からは大きな拍手が送られました。

年に１度の大舞台で成果発表

▼第3回いきいきフェスタinおおむら３3011/
112～ /

10
24
/

内の景観について考える

▼景観計画策定地区別懇談会市
大村市の良好な景
観形成を守り、引き継
ぐため、「景観計画策
定地区別懇談会」を
開催。市内全域を景
観計画区域とし、大村
らしい景観形成の方
針内容について市民
と話し合いました。

12
2
/

大村駅前がきらびやかな風景に

▼「きらめく夜の散歩道」イルミネーション事業点灯式ＪＲ
「きらめく夜の散歩
道」イルミネーション点
灯式がコレモおおむら
イベント広場で開催さ
れました。西大村中学
校吹奏楽部の演奏な
どが行われ、会場は光
と音のハーモニーに包
まれました。

11
19
/

性の立場から身近な質問を

▼一日婦人議会女
「一日婦人議会」が
市コミセンで開催されま
した。登壇した5人の一
日婦人議員は、教育な
どの課題を女性ならで
はの立場で、市長をは
じめ市の理事者に質
問し、熱心に議論を交
わしました。

　

実
り
の
秋
を
祝
っ
て
、「
お
お
む
ら
秋
ま
つ
り
」

が
さ
く
ら
ホ
ー
ル
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
場
で
は
、伝
統
芸
能
の
水
主
町
コ
ッ
コ
デ

シ
ョ
や
黒
丸
踊
の
披
露
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。地
元
農
産
物
な

ど
秋
の
味
覚
も
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、訪
れ
た

多
く
の
人
は
実
り
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

り
の
秋
を
祝
っ
て

▼
第
13
回
お
お
む
ら
秋
ま
つ
り

実
実
り
実

17
11/

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
相
談
、
支

援
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※

敬
称
略
、（　

）内
は
担
当
地
区

【
南
地
区
第
１
】

▼
福
田
ま
ゆ
み（
舟
津
・
祝
崎
・
蔦
川
内
）

▼
山
口　

尚
文（
日
泊
）

▼
上
野
左
千
子（
溝
陸
）

▼
上
野　

澪
子（
さ
つ
き
台
団
地
）

▼
寺
尾　
　

毅（
今
村
）

▼
南　
　

正
人（
岩
松
）

▼
三
根　

照
子（
小
川
内
・
平
）

▼
渡
邊
久
實
子（
中
里
上
・
中
里
下
）

▼
城
間　

和
子（
内
倉
・
古
松
）

▼
渡
邉　

靜
雄（
陰
平
上
・
陰
平
下
）

▼
西
浦　

福
則（
東
浦
）

▼
鹿
間　

英
子（
前
舟
津
・
外
浦
小
路
）

▼
前
田　

文
代（
下
久
原
第
１
）

▼
小
村　

律
子（
下
久
原
第
２
）

▼
元
浦　

妙
子（
久
原
住
宅
・
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
官
舎
）

▼
田
中　

征
武（
上
久
原
東
）

▼
大
平　

三
枝（
上
久
原
南
）

▼
松
添　

充
博（
日
向
平
・
本
小
路
）

▼
井
澤
惠
美
子（
岩
舟
第
１
）

▼
浦
川　

史
弘（
岩
舟
第
２
・
岩
舟
住
宅
）

▼
緒
方　

好
子（
上
小
路
東
）

▼
向
野
た
け
子（
上
小
路
西
）

▼
稲
富　

啓
子（
玖
島
第
１
）

▼
鹿
間
ト
モ
子（
片
町
第
１
・
玖
島
町
）

▼
福
田　

雅
隆（
片
町
第
２
・
草
場
小
路
）

▼
岡
本　

富
子（
幸
町
）

▼
口
木　

隆
子（
西
本
町
第
１
・
西
本
町
第
２
）

▼
三
原
斐
紗
子（
東
本
町
）

▼
松
井　

榮
一（
旭
町
団
地
）

【
南
地
区
第
２
】

▼
一
宮　

繁
昭（
久
原
団
地
）

▼
中
島　
　

勇（
木
場
１
丁
目
南
）

▼
福
田
美
智
子（
木
場
１
丁
目
西
）

▼
浦
田　

雅
美（
木
場
２
丁
目
東
）

▼
髙
以
良
哲
雄（
向
木
場
）

▼
兼
俵　

純
子（
木
場
２
丁
目
北
）

▼
大
石　

静
子（
須
田
の
木
南
）

▼
渡
邉　

晴
代（
須
田
の
木
北
）

▼
宮
野　

健
吾（
三
城
第
１
）

▼
吉
岡　

忠
則（
水
主
町
１
丁
目
・
有
楽
町
）

▼
長
與　
　

隆（
水
主
町
２
丁
目
）

▼
岩
永　

郁
子（
武
部
）

▼
松
本　

和
江（
田
ノ
平
第
１
）

▼
友
枝　

宣
生（
田
ノ
平
第
２
）

▼
美
野
田
哲
夫（
柴
田
）

▼
林
田　

和
廣（
大
佐
古
）

▼
橋
本　

惠
子（
小
佐
古
）

▼
阪
口　

裕
子（
水
田
１
区
・
向
陽
町
）

▼
國
吉　

眞
二（
荒
平
・
水
計
）

▼
波
多　

健
作（
赤
佐
古
第
１
・
常
盤
団
地
）

▼
松
下　

崇
文（
赤
佐
古
第
２
）

▼
神
木　

和
則（
玖
島
江
迎
・
玖
島
団
地
）

▼
中
山　

俊
雄（
大
多
武
・
城
ノ
尾
・
椎
池
）

▼
糸
田　

國
子（
松
尾
・
横
山
頭
）

【
中
地
区
第
１
】

▼
宰
所
幸
一
郎（
坂
口
・
坂
口
住
宅
）

▼
安
達　

雅
幸（
池
田
東
）

▼
犬
束　

義
昭（
池
田
西
）

▼
菅
沼　

立
身（
池
田
南
）

▼
中
島　

敬
子（
池
田
北
）

▼
山
本　

義
人（
池
田
新
町
９
区・池
田
Ａ
Ｐ
ホ・ヘ
棟
）

▼
智
田　

博
文（
池
田
新
町
10
区
）

▼
古
賀　

榮
一（
池
田
新
町
11
区・池
田
Ａ
Ｐ
第
１・２・ト
棟
）

▼
増
﨑
志
津
子（
上
諏
訪
東
・
雄
ヶ
原
）

▼
岩
田　

敏
子（
上
諏
訪
中
）

▼
宿
輪　

育
弘（
上
諏
訪
西
）

▼
長
與　

穗
積（
下
諏
訪
東
）

▼
西
村　

順
子（
下
諏
訪
西
）

▼
田
﨑　

敏
昭（
下
諏
訪
北
）

▼
米
田　

洋
子（
諏
訪
１
区
）

▼
井
手　

久
子（
東
諏
訪
）

▼
西
村
チ
ヱ
子（
中
諏
訪
）

▼
玉
利　

直
子（
諏
訪
７
区
・
諏
訪
８
区
）

▼
志
賀
江
壽
夫（
乾
馬
場
）

▼
田
中　

榮
子（
古
町
）

▼
本
村
百
合
子（
水
田
町
）

▼
烏
山　

前
信（
水
田
２
区
）

▼
松
本　

あ
や（
辻
田
）

▼
古
瀬　

敏
一（
新
城
）

【
中
地
区
第
２
】

▼
北
山　

和
子（
古
町
５
区
）

▼
尾
﨑　

信
弘（
古
町
６
区
・
古
町
２
丁
目
西
）

▼
林　

悠
紀
雄（
中
央
町・松
並
第
１
ア
パ
ー
ト
）

▼
林　
　

藤
鉦（
上
杭
出
津
）

▼
谷
川　

玲
子（
下
杭
出
津
）

▼
小
嶺　

美
穂（
西
小
路
）

▼
下
地
美
輪
子（
協
和
町
③
）

▼
岳
野　

保
輝（
協
和
町
①
）

▼
児
玉　

克
己（
協
和
町
②
）

▼
峯　
　

知
則（
昭
和
通
り
）

▼
杉
本　

康
則（
松
並
１
丁
目
）

▼
今
田　

初
美（
松
並
２
丁
目
東
）

▼
菊
川　

勇
子（
松
並
２
丁
目
西
）

▼
藤
井　

修
二（
松
並
２
丁
目
南
）

▼
服
部　

孝
次（
西
大
村
本
町
第
１
）

▼
伊
藤　

隆
二（
西
大
村
本
町
第
２
）

▼
立
石　

住
子（
桜
馬
場
第
１
北
）

▼
楠
本　

紀
子（
桜
馬
場
第
１
南
）

▼
宇
木　

和
子（
桜
馬
場
第
２
東
）

▼
山
本　

麗
子（
桜
馬
場
第
２
西
）

▼
三
浦　

正
幸（
植
松
１
丁
目
）

▼
久
田　
　

子（
植
松
２
丁
目
）

▼
松
田　

照
之（
植
松
３
丁
目
東
）

▼
多
比
良
恒
夫（
植
松
３
丁
目
西
）

▼
石
井　

勝
行（
植
松
住
宅
）

▼
川
口
ユ
キ
エ（
古
賀
島
東
①
）

▼
吉
良　
　

薫（
古
賀
島
東
②
）

▼
松
永
喜
美
子（
古
賀
島
西
①
）

▼
喜
多
ひ
ろ
子（
古
賀
島
西
②
）

▼
中
里　

利
彰（
古
賀
島
西
③
）

【
北
地
区
第
１
】

▼
岸
川　

敬
子（
富
の
原
１
丁
目
東
）

▼
眞
嶋　

久
子（
富
の
原
１
丁
目
西
）

▼
中
島　

正
人（
富
の
原
１
丁
目
南
）

▼
伊
達　

一
德（
富
の
原
１
丁
目
北
）

▼
谷
川　

孝
子（
富
の
原
２
丁
目
南
）

▼
吉
田　

典
子（
富
の
原
２
丁
目
中
２
）

▼
松
尾　

博
子（
富
の
原
２
丁
目
北
）

▼
村
田　

勝
也（
富
の
原
２
丁
目
中
１
）

▼
城
野　

良
子（
黒
丸
町
）

▼
大
津　
　

実（
竹
松
町
東
）

▼
山
口　

重
満（
竹
松
町
西
）

▼
堀
江　
　

豊（
鬼
橋
町
南
）

▼
林　
　

定
子（
鬼
橋
町
北
）

▼
手
水　

惠
子（
小
路
口
町
）

▼
古
川
佐
智
子（
小
路
口
本
町
一
）

▼
出
口　

蓉
子（
小
路
口
本
町
二
）

▼
山
本
す
み
子（
竹
松
住
宅
）

▼
永
田
ヱ
ミ
子（
堺
町
）

▼
戸
田　

弓
千（
原
口
ア
パ
ー
ト
）

▼
松
田　

浩
二（
今
津
町
）

▼
坂
口　

三
郎（
原
口
町
東
）

▼
國
分　
　

綠（
原
口
町
西
）

▼
長
岡
こ
う
子（
原
口
住
宅
）

▼
堀
口　

道
子（
竹
松
本
町
第
１
南
）

▼
堀
田　

泰
淳（
竹
松
本
町
第
１
北
）

▼
福
田　

清
明（
竹
松
本
町
第
２
上
）

▼
濱　
　

智
子（
竹
松
本
町
第
２
下
）

▼
山
口　

時
子（
大
川
田
東
）

▼
松
尾
千
惠
子（
大
川
田
西
）

▼
松
田　
　

司（
宮
小
路
１
丁
目
）

▼
村
田
美
千
代（
宮
小
路
２
丁
目
）

▼
志
村　

圭
二（
宮
小
路
３
丁
目
）

【
北
地
区
第
２
】

▼
鎌
田　

秀
子（
荒
瀬
）

▼
森　

喜
代
治（
原
）

▼
吉
田　

昭
和（
宮
代
）

▼
富
永　

喜
隆（
田
下
）

▼
後
藤　

満
行（
中
岳
）

▼
進
藤　

英
樹（
久
良
原
）

▼
田
中　

正
明（
南
川
内
）

▼
栗
山
ひ
さ
子（
北
川
内
）

▼
宮
本
ア
サ
子（
黒
木
）

▼
池
添　

龍
造（
沖
田
上
）

▼
水
上
美
智
子（
沖
田
下
）

▼
堤　
　

光
江（
寿
古・サ
ン・コ
ー
ポ
ラ
ス
寿
古
）

▼
浦
川
美
千
代（
今
富
）

▼
松
尾　

嘉
法（
皆
同
）

▼
上
野　

盛
夫（
野
田
・
重
井
田
）

▼
田
中　
　

参（
立
福
寺
）

▼
井
手　

範
夫（
弥
勒
寺
）

▼
秀
山　

隆
一（
福
重
）

▼
久
田　

京
子（
草
場
）

▼
福
田
誠
之
郎（
橋
本
・
宮
本
）

▼
濵
口
ひ
ろ
子（
南
松
本
・
北
松
本
）

▼
岡
村　
　

昇（
浦
１
区
・
浦
２
区
）

▼
川
添
喜
世
子（
久
津
・
寺
本
）

▼
井
手　

久
之（
山
下・梶
の
尾・梶
の
尾
団
地
）

▼
松
尾　
　

健（
北
木
場
・
今
山
・
東
光
寺
）

▼
岸
川　

利
夫（
北
野
岳
・
南
野
岳
）

▼
萩
原
美
千
代（
野
田
・
平
原
）

▼
山
本
祐
喜
子（
武
留
路
）

※

平
成
25
年
12
月
１
日
現
在
、未
決
定
地
区

　

は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

南
地
区
第
１

南
地
区
第
２

中
地
区
第
１

中
地
区
第
２

北
地
区
第
１

北
地
区
第
２

▼
吉
良
山
千
鶴
▼
堀
口　

泉

▼
古
川　

恵
子
▼
岩
﨑　

早
苗

▼
山
浦
真
知
子
▼
中
島　

寿
子

▼
本
田　

眞
弓
▼
中
川
内
正
子

▼
久
保　

淳
子
▼
堤　

瑞
香

▼
中
牟
田
峰
子

新任民生委員による代表あいさつ
（11/29、さくらホール）

■
福
祉
総
務
課（
内
線
１
５
１
）

▼
萩
原
美
千
代（
野
田
・
平
原
）

▼
山
本
祐
喜
子（
武
留
路
）

新任民生委員による代表あいさつ

【
主
任
児
童
委
員
】
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